




本年度から新しく出発した先天異常発生調査小委員会は,母体となる研究班の玄関口とも

いうべき存在で,文字通り先天異常発生状況の調査を目標とするグループである。 

組織構成と研究テーマは表のごとくで,対象として主として優性形質を取上げた点に特徴

がある。 

今村,三輪,林は,いずれも国際的に比較の可能なサラセミア,グルコース-6-リン酸脱水素

酵素,ヘモグロビン変異種を対象としてとり上げ,とくに三輪,林は新生児期に焦点を当て

て研究を展開しつつある。サラセミアについては,従来のデータの整理と次年度以降の方向

づけがおこなわれた。グルコース-6-リン酸脱水素酵素異常症については,マス・スクリー

ニング技術の開発にほぼ成功し,炉紙乾燥血にも応用可能であることが証明されている。ヘ

モグロビン変異種についてはすでに本格的なマス・スクリーニングがおこなわれ,数多くの

変異種が見出されているが,これをモニタリングに結びつけるためには,どうしてもその構

造異常の確認が必要となってくる。そこで本年度はとくに炉紙乾燥血を試料とするヘモグ

ロビン変異種の構造決定法の開発に重点をおきほぼその目的を達することができた。 


